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第１回水問題研究会における情報提供の内容を含め、四国の、特に吉野川水系に
係わる水問題について、現状と課題を再確認するとともに、吉野川の水利用の経
緯、水利用状況等について、情報提供を行った。【議事概要-P6-16】

◆吉野川の治水の現状
【議事概要-P6-16】
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近年、集中豪雨が増加している現状に対し、治水施設の整備は十分でない。【議
事概要-P6-16】

吉野川の堤防整備率は35％程度と低い。全国の中でも四国は堤防の整備が一番お
くれており、吉野川は四国の平均より更に遅れている。【議事概要-P6-16】
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早明浦ダムでは、計画を越える洪水が発生しており、必ずしも十分な洪水調節機
能を果たしているとは言えない。
平成17年台風14号洪水も早明浦ダムの計画を越える洪水であったが、大渇水で利
水容量がゼロであったため、流入量のほとんどを貯め込むことができ、（下流地
域の）被害を最小限に止めることができた。【議事概要-P6-16】
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現在、吉野川の河川整備計画を策定中であり、治水、利水面を合わせて全体的に
早明浦ダムの容量をどう活用していくのか、検討が必要となっている。【議事概
要-P6-16】
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◆吉野川の利水の現状と水利用実態
【議事概要-P6-16】
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吉野川総合開発以前は、明治後半から４系統の分水が行われていたが、発電を主
とした局所的な分水であった。【議事概要-P6-16】
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吉野川総合開発は、昭和20年代中盤から、戦後復興、新たな産業を興す目的で機
運が高まった。一時的に停滞するものの、四国の発展が遅れてはいけないと、立
場の違いを乗り越えた調整が実現され、現在の姿が出来上がった。【議事概要-
P6-17】
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渇水に苦しんでいる福岡市の1人当りの水使用量は、渇水を契機としてあまり増え
ていないのに対し、香川県の1人当りの水使用量は全国平均よりも多い。【議事概
要-P6-17】
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池田地点確保流量（池田下流の水利用のために池田地点から放流すべき流量）は

期別に変動し、非かんがい期は30m
3
/s程度、かんがい期の最大は70m

3
/s程度となっ

ている。【議事概要-P6-17】
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総合開発以前から取水していた用水（既得用水）と、河川維持用水をあわせて”
不特定用水”と呼び、新規用水よりも優先的に確保する。
池田～高瀬間の水利用分は、その間の残流域流量で補うこととし、総合開発計画
では考慮されていない。【議事概要-P6-17】

徳島用水のうち、約6.5m
3
/sの未利用の水も下流に流されている。【議事概要-P6-

17】
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非常に複雑な水利用となっており、渇水調整の難しい河川である。【議事概要-
P6-17】

北岸用水および池田上水は、従前は池田下流で取水していたが、取水地点が池田
ダム地点に変更になっている。【議事概要-P6-17】
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また、下流国営農水は、取水地点変更および取排水分離を目的としたパイプライ
ン化が行われており、耕地の減少等により許可量が変更になっている。【議事概
要-P6-17】

吉野川の水利用率は、45％程度であり、四県の配分は、概ね、徳島25％、香川
4％、高知10％、愛媛6％である（平成8年～平成17年の10ヵ年平均）。なお、総合
開発前は、27％であった。【議事概要-P6-17】
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四国の水力発電設備比率は約18％（うち吉野川水系は11％）であり、電力需要の
変動に柔軟に対応する重要な役割を担っている。【議事概要-P6-17】
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平成6年、17年渇水時には、早明浦ダムの利水容量が空になり、発電専用容量を上
水用に緊急放流したが、発電のための貴重な水を事業者の理解と好意の上で利用
できた。常にあてにすべきものではない。【議事概要-P6-17】

渇水の発生に関しては、四国は非常に頻度が高く発生すると深刻な状態となる。
【議事概要-P6-17】
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吉野川の現況利水安全度は１/３～１/４と低い状況である。【議事概要-P6-17】

平成17年渇水時の水利用率は、約63％であり、渇水時でも水利用量は大きく減少
しない。このことから今後は水資源開発とともに、既利用水をより有効に利用す
ることが課題になる。【議事概要-P6-17】
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◆吉野川の水環境の現状
【議事概要-P6-17】

旧吉野川の正常流量（基本方針）は15.8m
3
/sと定められており、総合開発の13m

3
/s

では足りない状況。治水、利水、環境面からの水資源の再配分が必要となってい
る。【議事概要-P6-17】
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前回の事務局からの情報提供内容について、委員からの要望に応え、再度補足説
明を行った。【議事概要-P6-20】

◆治水対策の現状
【議事概要-P6-20】
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吉野川の堤防の整備率は、全国平均が約85％であるのに対して、現在約７割と低
い。岩津下流区間についてはほぼ完了しているが、岩津上流区間および旧吉野川
区間の整備率が低いため。【議事概要-P6-20】

吉野川の堤防整備の変遷は、①岩津下流②池田～岩津③旧吉野川と、直轄管理
（国の管理）区間を段階的に延伸してきた経緯があり、堤防整備は進めている
が、依然として整備率は低い状況にある。今後も岩津上流・旧吉野川について、
改修を進めていかなければならない。【議事概要-P6-20】
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◆水利用の現状
【議事概要-P6-20】
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年間を通じて安定して利用できる水量が、水利用ができる最大量であり、河川の
水が最も少なくなる時が、水利用に関しては重要な時期である。
洪水時等、水が豊富な時にダム等により水を貯留し、水が少ない時期に川に流し
底上げをすることにより、新たな（新規）水利用ができる。【議事概要-P6-20】

◇新しく水を利用するには
【議事概要-P6-20】
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維持流量と既得水利用量をあわせた量は、通常、河川の最低流量よりも多めに
なっている（不足する時期がある）。【議事概要-P6-20】
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このような状況で新たな水利用を考える場合、新規水利用分のみの水源を確保し
ても、既得水利用者により先使いされてしまい、自身の取水ができなくなる。そ
のようなことが無いように、既得水利用量についても水源を確保する必要がある
（不特定容量の確保）。【議事概要-P6-20】
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水源を計画するときには、自然流量の設定が重要であるが、早明浦ダムの場合、
５年に一度程度発生するような少ない流量の年を計画対象年としている。【議事
概要-P6-20】

計画の対象としている自然流量よりも流量が少ない年には、確保した水源では不
足が生じるため、ダムがパンクし、補給が出来なくなる。水源をできるだけ長く
使うための運用（渇水調整）が必要。【議事概要-P6-20】
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吉野川ではこのような渇水調整が必要となる機会が頻発しており、近年ではダム
がパンクする事態にまで至っている。このような状況に対応するために①節水に
よる水源の延命、②不足分を補給できる新たな水源の確保（他河川からの導水、
ダムの容量配分変更、新規ダム、等）、の両輪により問題を解決していく必要が
ある。【議事概要-P6-20】

◇吉野川総合開発の利水計画と既得農業用水の取水量変更
吉野川総合開発計画において、池田地点で確保する維持流量＋既得用水の量は

43m
3
/s（夏場の最大）であり、高瀬下流および旧吉野川に対して補給している。

【議事概要-P6-20】
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吉野川では、様々な場所で、色々な性格、目的の取水が行われており、渇水時に
は複雑な調整が必要となっている。【議事概要-P6-21】

香川用水等の新規用水は、維持流量＋既得用水を確保した上で、新規用水を取水

できるようにしている。なお、徳島用水の一部（6.0m
3
/s）が現在未利用となって

いる。【議事概要-P6-21】
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早明浦ダム運用開始以降、下流の北岸農業用水や池田上水は、取水地点を、池田
ダム下流から池田ダム地点へ振り替えている。【議事概要-P6-21】

旧吉野川を中心とした既得農業用水の受益地では、取排水分離を目的とした、取
水地点の変更と用水のパイプライン化の事業が進められている。この事業の許可

に当たっては、営農面積が見直され、その結果、既得用水量28m
3
/sから許可量

22.5m
3
/sへの減量許可が実施された。【議事概要-P6-21】
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◇吉野川の水利用実態
吉野川における水利用量（H8～H17の10ヵ年平均）調査結果によると、洪水等によ
り約55％が無効に下流へ流れており、水利用率は約45％である。県別利用量とし
ては徳島県が最も多い。【議事概要-P6-21】
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